
様式 ２ 事 業計 画書概 要

１ 基本的事項

（１） 本業務 に当 た って の 基本 方針

当法 人は、 回復期リ ハ およ び維 持期リ ハ サー ビス の提 供 を専門と する 医
療 法人 でおり、ヨ年 半前に

１７Ｂ床 の回復 期リハ 専門 的病院 を 開設 し順調 な 運営 実績を 有Ｌて いる。 一方、 千 葉県 では回復期 リ

ハ 病 棟の整備 は立ち 後れてい る。 船橋市立リ ハ ビリ テー ショ ン病 院 は手厚い人員 配置
と急性 期病院

と の 強カな連携 が可 能で あり、 確 実 に成果を あげるこ とが できるも
のと 考えるヨ ま た、 船橋 市医 師

会、 船橋 市行政、 船橋 市立 医療セ ンタ ーの３者 合意 でリハ 専門病 院の開設 に
肯定 的で あるこ とも応

募 し た 理 由 で あ る。

２ 病院経営

１１〕 経営戦略及び組織

経営 的 には、第 １次 昌カ 年 計画 と Ｌて、Ｏ〕段 階的な病 棟 稼働 お
よび回 復期 リハ 病 棟の 敢得 計画、

（２〕壊 階的 な外 来 リハ整 備 計画、 （ヨ）訪 問看 護ス テ
ー ショ ン開 設 （訪 問リハ を含 む〕 計画、 （ヰ〕以

上に 伴っ た職 員の 増員 計 画、 ｛５〕電 子カ ルテ 整備 計画、 （眉〕職 員
的教 育研 修体制 整 備計 画、 （〒〕医

療 安 全 体制 の確 立を含 む 医療 の質 向上 計画 の７ 項目 を掲 げ、 病 院の 基盤 確
立 を はかり 筥 年以 内に

単月 黒 宇を 生み 出す経 営 を目 指す古

く２〕 人材

当初 の 管理 職を含 め た中 心と た る人 材は、 当 院にて す でに 実績 を 有する
者 を船 橋市 立リ ハ ビリ テ

ー シ ョ ン 病 院 に 配 置 転 換 し、
そ の 任 に 当 た る

。
具 体 的ｉこは

、
院 長
、
各 部 長
、
教 育 管 理 部 の チ ］ フ

、

リ ハ ・ ケ ア 部 の チ ー ム マ ネ ジ ャ ー、
サ プ マ ネ ジ ャ ー 等 の 人 材 で お る自 ま た、

そ の 他 の ス ク ッ フ に

関 し て は、
初 年 度 は 朋 床、

次 年 度 １３嗜 床、 ３ 拝 目 に ２００
床 例 稼 働 に 合 わ せ て 採 用 す る

。

ま た、２００菖年４月 から船 橋 市立リ ハ ビリテ ー ショ ン病 院 に勤 務す ること を 前提 にス ク ッフの 採用

計 画を 立案 し円 滑 な配置 人 員確 保 に努め る。

（３） そ の 他

ク リ ニ カ ル パ ス の 作 成
、
朋Ｍ の 普 及 を 図 り

、
在 院 目 数 ω 短 縮 化 ＾ 向 け 努 カ す る。

ま た
、
医 療 情 報

システ ム と して当 院で 開発 した 電子カ ル テシ ステ ム を採用 す る由 医 療安 全対 策、 感
染 対策 を委員

会 活動 を 通 Ｌてシス テ ム化 Ｌ充実 を図る。 ま た、 個 人情 報保 謹 に対 する 院内規 定 を設 ける。

３ 実施する医療機能

（１〕 回複期 リ ハ ビリテ ］ ショ ン

回復期 リ ハ病 棟の 特徴 は、（１〕入 院 適応 患者 と して回 復期 リ ハを 要する 患者と 特定 Ｌて い るこ と、

（２）入 院目 的が ＾肌 の 向上、 寝たき り 的 防止、 家 庭復 帰 と明 確 である こ と、 Ｏ）入 院期 間が ユ彗Ｏ 日

以内と 限 定さ れて いる こと で ある。 Ｌ かし、 最も重 要 な特徴 は リハ に精 通 Ｌたリ ハ 科的 医師、 理

学療 法士 １ＰＴ〕、 作 業療 法 士 ｛㎝〕 が 病 棟 専従 で配 属さ れ て いる こと で 拓る。 そ 的 使命 は、 急 牲

期 病 院か ら早 期の 受 け入れ、 集 中的 なリ ハ サ］ ビス 提 供、 在 宅 への ソ フ トラ ンディ ン グで ある。

（２〕 人員 配置

入 院 は、 医
師
、 看
護 師
、
介 護 福 祉 士

、 ＰＴ， ＯＴ， ＳＴ、 薬 剤 師、 管 理 栄
養 士 を 病 棟 配 属 と す る自 外

来 も

退院患 者の フォロー ア ップと して 初年 度 からオ］プ ンさせ る自

年間 で段 階的に病棟 を オープ ンさせる ため、 初 年度１２呂人、 ２年度 洲 人、 ヨ年度 捌 人の 人員配置 及

ぴ
、 マ
トリ ック ス 組 織 体制 と す る，
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（３〕 入院診療

病 棟 に お い て 寝 ・ 食 ・ 排 泄 ・ 清 潔 分 離 の 徹 底 を 図 る こ と は、
人 間 の 尊 厳 を 保 持 す る こ と だ け で な

く、 リハの
立場 から もモチベ ー ショ ンを高め 柵Ｌの自 立 を推進 する ことｉこ他 な らない目 病棟 にお

け る看護は回 複期 リハ病棟 の要と 言って も過言 ではな い。 病 棟にお けるケア 的最低 基準 を以下

θ〕ご とく 設 定 す る。 （ユ〕可 能 な 限Ｏ
経 口 摂 亜 Ｌて い た だく自

（２）洗 面 は 朝 夕 洗 面 所 で、 口
腔 ケ ア は

傷食後 実施す る帥 （ヨ〕排泄 は必ず トイ レで、 オムツは極 力使用 Ｌな い自 （４〕入浴は 家庭 にある一般

的 な 浴 槽 を使 用 し、１日
お き に 浴 槽 に 入 ｏ て い た だく。

（目〕朝 晩 着 替 え
、
日 中 は 普 段 着 で 過 ご Ｌて

いた だく。 ㈹ 一入ひと ｏの 体型や 姿勢に おった 車いすを用 意 する。 ω 転倒 や誤 嚥等の 事故 防止

対策 を徹底 し、 原則 と して抑制 は Ｌないヨ （宮〕可能 な限り日 中 は
ベッ ドから離 れて過 ごしていた

だ く こ と の富項 目 で あ る。
ま た
、
柵Ｌの 向 上 に お い て 重 要 な 時 問 帯 は７：ＯＯ～呂 ３０

、
ユ富１００～２１１；Ｏ

的モ ］ニ ン グケ ア、 イ プニ ングケア の 時間帯 であり、 こ の時間 帯の配 置人員 を手厚く し畑Ｌの自

立 支 援 機 能 を 充 実 さ せ る
，
ま た
、
患 者１人 に 対 Ｌ てＰＴ・ＯＴ・ＳＴの 合 計 で石単 位 Ｏ 時 間〕 の 個 別 リ

ハ サ ー ビス を 提 供 Ｌ、
さ ら に 土 ・ 日 ・ 祝 禁 目 も 休 む こ と なくヨ砺 日 均 一 な リ ハ 医 療 サ ー ビス の 提

供 体制 を確保する。

｛４〕 外来診療

回復 期リ ハ病 棟の在 院 日 数を短 縮 Ｌ、 退 院 を円滑 にす るた め にも外 来リ ハ の 充実は 必須 であ る。

病 院 機能 と して入 院に よる 回復 期リ ハ だけ でなく、 外来 診 療体 制の 充実 によ り、 維 持期 リハ サ

ー ビスと Ｌて 地域 に密 着 Ｌたリ ハ医 療サ ー ビス の提供 に 心が け る。

（５〕 地 城の 医 療機 関等 との 連携

第 １ に 急 性 期 病 院 と の 連 携、
第 ２ に か かり つ け 医 と の 連 携、

第 ヨ に ケ ア 守 ネ ジ ャ ー と の 連 携、

第４ に在 宅ケ アサ ー ビスと の連 携が 重 要で ある、

４ 施設及び設備

（１） 施設

建 物 ・ 構 築 物 に っ い て は、
地 盤 沈 下 に よ る 建 物 の 傾 き

、
建 物 の ひ ぴ害１」れ に お け る 原 因 追 求 な ど、

患者 及ぴ、 職員が 安全 に安心でき る施 設の維持 管理 に努め る。 そ れ には、 描行 業者 の定期 点検を

基本 に低コス トで長く 維持 するた めの施 設メ ンテ ナ ンス 契約 を結ぶ こと を検討 した い晶

施行 業者 には、 建 物・構築物 の減 価償却 耐用 年数 で ある昌９年 間維持 できる維 持メ ンテナ ンス 計画

を 策 定 さ せ る
。

（２〕 設 備

法令 遵 守を 基本 に、 法 定点 検及 ぴ、 メ ンテ ナ ンス な どを専 門 業者 へ外 注化 し、 初 期増 入設備 を

低 コ ス ト で 長 く 維 持 ・ 管 理 す る自
ま た
、
定 期 的 に 外 注 業 者 の 見 直 Ｌ、 メ ンテ

ナ ンス 効 果 と コ ス

トを 評価 する。 常に患 者 様が 安全 で、 安心 して利 用 頂 ける施 設 の維 持管 理に 努 める
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５ 準備計画

（１〕 開院準備

１ＯＯ眉年 ４月 に開 設準 備室 を 設置 Ｌ、 専従 者と Ｌて 事務 職員 ２名 を配置 する， 準備
室の 役割 は前

述 し た 通 り で お り、 ２００７ 年
度 に は 院 長、

看 護 部 代 表
、
リ ハ 専 門 職 代 表

、
事 務 部 代 表 の 幹 部 ４ 名

の 専 従体 制＾ と配 置転 換 Ｌ準備 室 の充 実 を図る自 また、 ハ ー ド面の 点検 が 必要 で ある。 病 院の

建 築 開始 は 実質 ２００昌 年 ４月 以降 であ ｏ、 設 計 監理 者と の継 続 的か つ詳細 在 打ち 合わ せの 体制

が 必 要 と な る。 次 に 幹 部 ス タ ッ フ の 人 選 で あ る。 特 に 院 長、
看 護 部 門 の 代 表 者、 リ ハ 専 門

職 の

代 表 者、 事務 部の 代表 者 を ２００昌 年 ４ 月 に内 定させ る。 い ずれ も当 法人 にお け る現在 の 管理職

か ら 選 出 す る こ と に な り
、
院 長
、
看 護 部 代 表

、
リ ハ 専 門 職 代 表

、
サ ポ ］ ト 部 代 表 的 ４名 が そ の

後 の 詳 細 な 計 画 を 策 定 す る こ と に な る。
次 に ス ク ッ フ の 採 用 で あ る。

（２〕 段階的な稼働

初 年 度 は 朋 床
、
２ 年 目 に １３昌 床

、
筥 年 目 に ２００ 床 を 稼 働 す る 方 針 で あ る

。
初 期 コ ス ト を 考 え れ

ば、 宮段 階 ではな く ２ 段 階 でフル 稼働 体制 に持 って 行く
べ きで は あるが、 質 の 低下 を防止 する

た め
、
あ え て ３ 段 階 で の フ ル 稼 働 体 制 と Ｌ た

。

６ 財務

（１〕 収 支 見 込

開業 １ 年前 か ら病院 幹 部候補 生 的人材 調 達・人 材育 成を 行 い、 開 業か ら段 階的 に病 棟 オー プン

させ る た め、 開 業後 豊 年間 の ト］タ ル４ 年間 は赤 字状 態で あ る、

ヰ年 目 からは、 病 床 稼働 率９呂％ 以 上を維 持 する こと により、 ７～８ 千万 円ω 税引 き 前手１」益と な

る
、

（２〕 資金調達

当 院 の 経 営 状 況 は 好 転 Ｌて い る。
今 年 度 は プ レイ ク イ ー プ ン に 達 し、 損 益 及 び キ ャ ッ シ ュ フ ロ

ー

と もに計 画通ｏ で経 営は安定 してい る。 ま た、 患者 から高い評 価 と信頼 を頂き、 世の 中の認知 度

も 上 が り
、
常 に満 床 状 態 に あ る

，

現在 的借入 先 からは、 計画 通り肥返 済と 杜会 からの 高い 評価 により厚 い信 頼関係 が築 けて おり、

低 金禾１」での 資金調達 が 可能 な状況 で ある。
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７ 実績

（１〕 第 三者 評 価

第 三者評 価と Ｌて、 当院 は、 平成１７年７月 に日本 医療機能 評価機 構の 医療 機能評 価 療養 病 院Ｖ旦

Ｉ５，Ｏを受 審 Ｌ、 何一つ 指摘 事項も無く、 同年１０月ユ７日付 にて 認定を受 けた由

ま た、 平成ユ宕年２月 には、 リ ハ ビリテ ー ショ ン付加 機能の 受審 を予 定してい る、

（２〕 運 営実 績

指標 実績

入 院 患者の 疾 患別割 Ａ ｛％〕 １ｏｏ．ｏ

脳 血 管 疾 患 （脳 梗 塞、 脳 出
血 な ど〕 ７暑．昌一

脊 髄 損 傷 ２、昌

下 肢 の 骨 折 ４．９

廃 用 症 侯 群 ９，９

そ 例 他 ３
．
呂
一

在 宅 復 帰 率 α 〕 ７０，９

平 均 在 院 日 数 ｛目〕 呂５、呂 日

病 床 稼働 率 α〕 ９４、跳

病 床 当 た り の 稼 働 額 （日 額〕 （円〕 ヨ３，ｇ１７ 円

当 院は、 ８割 が脳
血 管疾 患 の 患者 で ある が、 船橋市 立リ ハ ビリ テ ー ショ ン病 院は 地域 の特 性を 考慮

し、 整形 外 科疾 患病 棟を１ノヨ 設 ける。
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